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(Tauhid),朗唱法 (Tajwid)および歴史 (Sejarah) が教え られ､ 上級 レベルのポン ドクではさらに 注釈学



















































からイスラム文明のコ-スを開講 している｡ とくに教員養成カレッジ､マレーシア国民大学 (UKM)､マレーシア
工科大学 (UTM)､マレーシア北部大学 (UUM)のすべての学生はこのコースが必修である. マレーシア理科大





の ｢ギリシア文明｣や ｢アジア文明｣といった科目の導入とは全 く別の意味を持っことになる｡｢イスラム文明｣論
は西洋近代文明の物質主義的 (資本主義的 ･共産主義的)な価値論 ･世界観に対 して､アッラーの導く精神主義的な
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ベール (mini-kelekung)をまとった最初の女性が入学 した3`)｡またABIMは1982年から文部省が導入 した新初等
カリキュラム (KBSR)を ｢イスラムを完全な人生観｣として認めていないとして､批判 し､独自の代替イスラム







































ダールル ･アルカム (DarulArqam:HouseofArqam)は1969年に宗教講師アシャアリ (UstazAshaari
Muhammad)によって結成されたイスラム実践運動で､ム-マッドが最初のイスラム革命を目指 して隠遁 したメッ



































































































































アからであった｡(図 1参照) なお日本人は3名､ うち女性 1名であった(58)｡ アカデ ミック教員は1991年現在､
507名で､うち33.9%が世界28カ国からの外国人教員である(59)｡










プト (A1-Azhar)､パキスタン､カナダ､マレーシア各 2､ トルコ､元ユーゴスラビア (Belgrade)､イラク､ オー
ストラリア各 1で､西洋 :東洋の比率ははば半々であった(61)｡
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表 1 マレーシア国際イスラム大学 コース別在学生数 1995/96年度 (女性:内数)













130(92) 127(74) 47(25) 44(25)758) 76(62) 12(10) 21(19)306(132)018) 8( 3)｣74(43)117(55) 96(55)92761(38) 86(45)17(58)119(58)123(78)59(16)4817) 1( 0)
426 (270)432(250)430(258)262(147)
3 13 (146) 319 (132)309(127)269(122)













合計 339 1560 1509 1236 1102 55 5801(2950)
Source:AdmissionsandRecordDivision,HUM,提供資料,1995/96
註:* 1年生用コースで 修了後 会計､ビジネス経営､経済の各コースに分属されるが､若干未修了者が残る｡
**1994/95年新設,*** イスラム法学は一般法学修了者対象の追加コース｡
























イラク 31 合計 1367
Source:AdmissionsandRecordDivision,ⅠIUM,提供資料,1995/96,(図1､表2)
イスラム啓示科学および遺産学科 (IRKH)は､｢『宗教的』科学 と 『世俗的』科学 という二分法を タウヒー ド




②聖典注釈 (Tafsir)､伝承 (Hadith)､イスラム法及び法学 (Fiqh/Uluma1-Fiqh)､
信仰箇条及び思弁神学 (Aqidah/Kalam)､伝道 (Da'wah)の 5専攻各15単位 (5科
か ら1専攻を選択
③その他6単位 (2科 目)
Ⅱ 副専攻科目 人文科学科目か ら27単位 (9科 目)




国際イスラム大学 も他のイスラム教育組織と同じく､小集団学習組織ウスラ (usrah)を導入 している｡ 学生部は
ウスラを ｢イスラム教育の理解と実践のために､学生間の親密な協力を発展させる目的で組織 される学生 グルー
プ(63)｣と定義 しているが､すべての学生はいずれかのウスラに属 し､毎週 2時間のセッションに出席することが義務
づけられている｡ 参加者はこのコースでは単位を得ることはできないが､コ-ス-の出席とそこでの活動や準備に対
する評価は最終判定試験に加味される｡ウスラは通常10名程度の学生からなり､学生部長によって任命されたリー ダー







めることを目的としており､夏休みには大学は同じ目的で信仰キャンプ (ibadahcamp)を行 っている｡ その他､
大学の教師 ･研究者の仲間意識 ･協力関係も強 く､西洋の大学の研究者どうLにしばしば見 られるような､煽烈な競
争関係による秘密主義や排他主義的態度が見られなかったという(65)｡
さらに大学院 レベルの教育を行 う研究所として､国際イスラム思想 ･文明研究所 (Internationallnstituteof
lslamicThoughtandCivilization:ISTAC)が1991年に大学に付設された｡研究所は自律的な機関であるが､
ここで賦与する学位は同時に ⅠIUM によっても認知されなくてはならない｡所長に前出のアル ･アッタス､助教授
にワン･ダウドといったマレーシアのイスラム主義哲学の第一人者を配 していることからも､この研究所が ｢知識の
イスラム化｣の理論 ･哲学上の一大拠点となる組織であることは明らかである｡ 専攻領域としては､｢イスラム思想｣､







ⅠITのアル ･ファルキ､イスラム科学のいわゆる ｢正統派｣サイ ド･フシン･ナスル (前編72-73貢)などはマレーシ













における英語の使用を制限 し､大学院に至るまでマレーシア語による授業を行 うよう努力 してきたのも､外来の要素
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表3 マラヤ ･マレーシアの中 ･高等教育機関におけるイスラム教育 (杉本)


























































部でのイスラム性とマレー性 (Malayness)の帝離の危機であろう｡ 連邦憲法によれば､｢マレー｣ とは ｢イスラム
教を信仰 し､習慣的にマレー語を話 し､マレーの習慣に従う者である｣とされている(68)｡これによれば､民族的には
華人やインド系であっても､イスラムに改宗 しマレー語やマレーの風習に親 しめば､その人は ｢マレー｣と見なされ､
逆にマレー人の家系に生まれても､その生活がきわめて西洋化 し､英語を日常の会話に用いるような人は､ もはや
｢マレー｣とは見なされなくなる｡









































｢ひとりを導師 (imam)としてふたりが礼拝 (salah)を同時に行えば､4人が個々に礼拝を行 うほどに
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な例 として､-～ リド･ブリー ド (KhalidibmWalid)に率いられた60人の男が60,000人に打ち勝 ち"､武器 を
持たない313人がパ ドル (Badr)において武装 した千人の敵に打ち勝 ったことなどがあげ られる… ｡ このよう
な一見驚 くべき出来事にも､以上のような科学的根拠に基づ く説明が可能なのである… '｡
引用者註
* 引用者(杉本)の検算では､ N0-2,454.58､RP-N'22/ [1+(N/2,454.58)22]､ これを最大にする自然数Nは2,682-
2,686で最大値 RP-6,868.76をとる｡
** ウフド(Uhud)の戦い (紀元625年)｡ム-マッドの命に反したイスラム軍がメッカ軍と遭遇し､ようやく優勢に転 じた
時､メッカ軍の少数の騎馬隊に攻撃され､苦戦した戦い｡神-の不服従-の罰､試練の例とされる｡














本均)前編 ｢高等教育における科学 と哲学 :アジア ･イスラム社会の視点-その 1-｣ 『京都大学高等教育研究』
1995年創刊号､66頁参照｡
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ABIMのリ-ダーでPASの要人とも交流があり､スルタンや政治腐敗に毅然とした態度を取る彼は､現政権
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やその附属の大学院研究機関､国際イスラム思想 ･文明研究所 (ISTAC)と密接な関係がある｡多くの英語 ･
アラビア語の出版物の他 『アメリカイスラム社会科学雑誌 (AmericanJoumalofIslamicSocialScience)』
(英語誌)を刊行 している｡
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